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タ
イ
ト
ル 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝

鑑

定

家

～
「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

」2
2

 

登

場
人
物 

剛

田 

剛

田

質

店

の
店

主

で
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

し
か
鑑

定

し
な
い
鑑

定

家

。
品

の
あ
る
優

雅

な
言

動

だ
が
、

そ
の
ク
セ
の
強

さ
に
周

囲

は
振

り
回

さ
れ
る
。
モ
ッ
ト

ー
は
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
」
。
口

癖

は

「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」
。 

白

金 

剛

田

質

店

の
見

習

い
鑑

定

士

。
剛

田

と
違

い
、
価

値

観

は
一

般

人

並

み
で
、
日

々
剛

田

の
ペ
ー
ス
に
振

り
回

さ
れ
て
い
る
。
心

配

性

で
真

面

目

な
性

格

。 

顧

客

（
佐

々
木

） 

地

元

の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営

む
中

年

男

性

。
先

祖



 

2 

 

代

々
伝

わ
る
「

ペ
リ
ド
ッ
ト
製

の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
」
を

持

ち
込

み
、
鑑

定

を
依

頼

す
る
。 

 

あ
ら
す
じ 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

し
か
鑑

定

・
買

取

を
し
な
い

『

剛

田

質

店

』
。
今

日

の
鑑

定

品

は
『

ペ
リ
ド
ッ
ト
製

の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
』
。
剛

田

の
厳

し
い
鑑

定

基

準

を
ク

リ
ア
で
き
る
の
か
？

そ
し
て
そ
の
行

方

や
い
か
に
。 

 

脚

本 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

（
舞

台

：
豪

華

な
調

度

品

が
並

ぶ
剛

田

質

店

。
金

色

の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
き
ら
め
き
、
店

内

に
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
音

楽

が
静

か
に
流

れ
て
い
る
） 

白

金

：
（
メ
モ
帳

を
手

に
立

ち
回

る
）
え
ー
っ
と
、
昨

日

の
鑑

定

品

リ
ス
ト
は
こ
れ
で

O
K

っ
と
。
次

は…

。 
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（
入

口

の
ベ
ル
が
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
鳴

る
） 

剛

田

：
（
堂

々
と
登

場

、
ス
ー
ツ
に
燕

尾

服

風

の
デ

ザ
イ
ン
）
白

金

君

！ 

本

日

も
『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も

の
優

雅

た
れ
』
で
参

る
ぞ
！ 

白

金

：
（
振

り
返

る
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
剛

田

さ
ん
。
今

日

も
元

気

そ
う
で
。 

剛

田

：
（
手

を
大

き
く
広

げ
て
）
元

気

？ 

違

う

ね
！ 

私

は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
だ
！ 

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！ 

白

金

：
（
呆

れ
た
表

情

）
え
え
、
ま
あ
そ
う
で
す
ね
。 

剛

田

：
（
白

金

の
肩

に
手

を
置

き
）
さ
て
、
今

日

は

ど
ん
な
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
お
宝

が
私

を
待

っ
て
い
る
の

か
、
胸

が
高

鳴

る
よ
。 

（
顧

客

が
大

き
な
箱

を
抱

え
て
入

店

） 

顧

客

（
佐

々
木

）
：
す
み
ま
せ
ん
、
こ
の
品

を
鑑

定

し

て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
。 
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剛

田

：
（
す
っ
と
振

り
返

る
）
お
お
、
素

晴

ら
し
い
登

場

！

そ
の
箱

の
中

身

は
、
ま
さ
か…

！

？ 
顧

客

（
佐

々
木

）
：
（
少

し
困

惑

）
あ
、
ペ
リ
ド
ッ
ト
製

の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
な
ん
で
す
が
。 

剛

田

：
（
目

を
輝

か
せ
る
）
ペ
リ
ド
ッ
ト
！

？ 

緑

の

宝

石

が
織

り
な
す
奇

跡

の
グ
ラ
ス
！ 

こ
れ
は
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
の
予

感

が
す
る
！ 

白

金

君

、
急

い
で
鑑

定

台

を
整

え
た
ま
え
！ 

白

金

：
（
心

の
中

で
）
ま
た
始

ま
っ
た
よ…

。 

鑑

定

シ
ー
ン 

（
ペ
リ
ド
ッ
ト
製

の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が
台

の
上

に
置

か

れ
る
。
剛

田

が
虫

眼

鏡

を
手

に
取

り
、
優

雅

に
覗

き

込

む
） 

剛

田

：
（
深

呼

吸

し
な
が
ら
）
美

し
い…

。 

こ
れ
は

…

。 

ま
さ
に…

。 

白

金

：
（
小

声

で
）
出

る
ぞ
、
出

る
ぞ
。 
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剛

田

：
う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

！ 

（
効

果

音

：
ド
ン
ッ
と
華

や
か
な
音

が
鳴

る
） 

顧

客

（
佐

々
木

）
：
（
驚

き
な
が
ら
）
そ
れ
で
、
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
？ 

剛

田

：
（
急

に
真

剣

な
顔

）
値

段

？

い
や
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
は
値

段

で
は
測

れ
な
い
！

し
か
し
、
我

が
店

の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て…

。 

白

金

：
（
割

っ
て
入

る
）
剛

田

さ
ん
、
要

は
値

段

を

決

め
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。 

剛

田

：
う
む
、
確

か
に
。
我

が
目

に
映

る
こ
の
グ
ラ
ス

の
価

値

は…

。 

（
剛

田

が
天

井

を
見

上

げ
て
考

え
込

む
） 

剛

田

：3
0

0

万

だ
！ 

白

金

：
（
驚

い
て
）3

0
0

万

！

？

ペ
リ
ド
ッ
ト
っ
て
そ
ん

な
に
高

い
も
ん
で
し
た
っ
け
？ 
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剛

田

：
こ
の
光

、
透

明

感

、
そ
し
て
優

雅

な
佇

ま
い
。

こ
れ
ぞ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み
だ
！ 

顧

客

（
佐

々
木

）
：
（
目

を
輝

か
せ
て
）
そ
ん
な
に
高

く
！

？ 

ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
！ 

石

言

葉

の
熱

弁 

剛

田

：
（
興

奮

し
て
）
白

金

君

、
ペ
リ
ド
ッ
ト
は
た
だ

の
石

で
は
な
い
！

石

言

葉

は
「

幸

福

」
、「

夫

婦

の

愛

」
、
そ
し
て
「

未

来

へ
の
希

望

」
だ
！

こ
の
グ
ラ
ス

で
飲

む
ワ
イ
ン
は
輝

き
を
増

し
、
ま
さ
に
人

生

を
祝

福

す
る
液

体

と
な
る
！ 

白

金

：
（
小

声

で
）
言

い
過

ぎ
だ
と
思

い
ま
す
け
ど
。 

剛

田

：
（
聞

い
て
い
な
い
）
例

え
ば
、
こ
の
グ
ラ
ス
で
シ

ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
を
作

っ
た
と
し
よ
う
！ 

ど
れ
ほ
ど

の
輝

き
が
広

が
る
か
、
想

像

し
て
み
た
ま
え
！ 

（
剛

田

が
手

振

り
で
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
の
高

さ
を

示

す
） 
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顧

客

（
佐

々
木

）
：
（
感

動

）
そ
ん
な
に
素

晴

ら
し
い

も
の
な
ん
で
す
か
！

？ 
実

際

に
使

う 

（
場

面

転

換

：
店

内

に
即

席

の
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
が

用

意

さ
れ
る
） 

白

金

：
（
困

惑

）
こ
れ
、
店

の
道

具

で
や
っ
て
大

丈

夫

で
す
か
？ 

剛

田

：
大

丈

夫

、
大

丈

夫

！ 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
を
追

求

す
る
に
は
、
実

践

あ
る
の
み
だ
！ 

（
剛

田

が
グ
ラ
ス
を
使

っ
て
シ
ャ
ン
パ
ン
を
注

ぐ
。
グ

ラ
ス
が
光

を
反

射

し
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
） 

剛

田

：
（
歓

声

を
上

げ
る
）
見

た
ま
え
！ 

こ
の
輝

き
！ 

こ
れ
が
ペ
リ
ド
ッ
ト
の
魔

法

だ
！ 

顧

客

（
佐

々
木

）
：
（
涙

ぐ
む
）
こ
ん
な
美

し
い
も
の
、

初

め
て
見

ま
し
た
。 

コ
メ
デ
ィ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 
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（
剛

田

が
顧

客

を
見

送

り
、
白

金

と
二

人

き
り
に

な
る
） 

白

金

：
剛

田

さ
ん
、
あ
れ
本

当

に

3
0

0

万

の
価

値

あ
る
ん
で
す
か
？ 

剛

田

：
（
優

雅

に
笑

い
な
が
ら
）
白

金

君

、
覚

え
て

お
き
た
ま
え
。 

価

値

と
は
、
感

じ
る
も
の
な
の
だ
！ 

白

金

：
（
呆

れ
つ
つ
）
や
っ
ぱ
り
ク
セ
が
強

い…

。 

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽

が
流

れ
る
中

、
二

人

の
や
り
取

り
で
幕

を
閉

じ
る
） 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

（
翌

朝

、
質

店

の
事

務

所

。
剛

田

が
ソ
フ
ァ
で
頭

を

抱

え
て
座

っ
て
い
る
） 

剛

田

：
（
呻

き
声

）
う
ぅ…

。 

頭

が
割

れ
そ
う
だ
。 

白

金

：
（
腕

を
組

ん
で
立

っ
て
い
る
）
剛

田

さ
ん
、
昨

日

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
ワ
イ
ン
飲

み
す
ぎ
で
す
よ
。
シ
ャ

ン
パ
ン
タ
ワ
ー
か
ら
も
か
な
り
飲

ん
で
た
し
。 
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剛

田

：
（
弱

々
し
く
）
い
や
、
ペ
リ
ド
ッ
ト
の
グ
ラ
ス
で

飲

む
と
、
つ
い
味

が…

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で…

。 
白

金

：
（
怒

り
な
が
ら
）
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
も
い
い
で
す
け

ど
、
健

康

第

一

で
す
よ
！

店

主

が
倒

れ
た
ら
お
店

ど
う
す
る
ん
で
す
か
！

？ 

剛

田

：
（
反

省

し
た
様

子

で
）
確

か
に…

。
白

金

君

、

今

日

は
お
茶

で
優

雅

に
過

ご
そ
う
。 

白

金

：
（
た
め
息

）
そ
れ
が
一

番

で
す
。 

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽

が
流

れ
、
剛

田

が
湯

飲

み
で
お

茶

を
飲

む
姿

で
幕

を
閉

じ
る
） 

 

尺

割

（
タ
イ
ム
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
） 

1
. 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

(

約

1
0

分) 

•
 

剛

田

と
白

金

の
登

場

、
日

常

の
や
り
取

り
。 

•
 

店

の
設

定

紹

介

と
剛

田

の
キ
ャ
ラ
を
強

調

。 

•
 

顧

客

（
佐

々
木

）
の
登

場

と
依

頼

の
説

明

。 



 

10 

 

2
. 

鑑

定

シ
ー
ン 

(

約

1
5

分) 

•
 

グ
ラ
ス
の
鑑

定

開

始

。 

•
 

剛

田

の
優

雅

で
大

げ
さ
な
所

作

と
コ
メ
ン
ト
。 

•
 

白

金

の
冷

静

な
ツ
ッ
コ
ミ
を
交

え
た
コ
ミ
カ
ル

な
展

開

。 

3
. 

石

言

葉

の
熱

弁 
(

約

1
0

分) 

•
 

剛

田

が
ペ
リ
ド
ッ
ト
の
石

言

葉

を
情

熱

的

に

語

る
。 

•
 

佐

々
木

が
感

動

す
る
一

方

で
、
白

金

は
困

惑

。 

4
. 

実

際

に
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
を
使

っ
た
実

験 
(

約

1
5

分) 

•
 

店

内

で
シ
ャ
ン
パ
ン
タ
ワ
ー
を
実

践

。 

•
 

剛

田

が
シ
ャ
ン
パ
ン
を
注

ぎ
、
ペ
リ
ド
ッ
ト
の
輝

き
を
ア
ピ
ー
ル
。 

•
 

コ
メ
デ
ィ
的

な
小

さ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
挿

入

。 

5
. 

鑑

定

結

果

と
金

額

発

表 
(

約

1
0

分) 
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•
 

剛

田

が
値

段

（3
0

0

万

円

）
を
発

表

。 

•
 

佐

々
木

が
感

激

し
、
買

取

成

立

。 

•
 

剛

田

の
「

価

値

と
は
感

じ
る
も
の
」
哲

学

が

語

ら
れ
る
。 

6
. 

コ
メ
デ
ィ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

(

約

1
0

分) 

•
 

剛

田

と
白

金

が
日

常

に
戻

る
や
り
取

り
。 

•
 

白

金

の
呆

れ
た
表

情

と
剛

田

の
優

雅

な
セ
リ

フ
で
締

め
る
。 

7
. 

エ
ピ
ロ
ー
グ
（
翌

日

） 
(

約

1
0

分) 

•
 

剛

田

が
二

日

酔

い
で
苦

し
む
シ
ー
ン
。 

•
 

白

金

の
一

喝

と
反

省

す
る
剛

田

。 

•
 

最

後

は
お
茶

を
飲

み
な
が
ら
和

や
か
に
終

わ

る
。 

 


